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少年審判の目的 

少年法第１条 

 

この法律は，少年の健全な育成を期し，非行
のある少年に対して性格の矯正及び環境の調
整に関する保護処分を行うとともに，少年の
刑事事件について特別の措置を講ずることを
目的とする。 
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少年事件の動向 
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教育的措置の意義 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

29.3% 15.4% 35.4% 9.2%

審判不開始 不処分 保護観察 少年院 その他

大阪家裁本庁 

平成２５年度 

（簡易送致を除く） 
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大阪家裁の取組 

地域と連携した教育的措置 

  
新しい地域清掃活動 

新しい自転車盗防止講習 

万引き被害を考える講習 

社会と連携した教育的措置 
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